
 

 

            

 

 

６月９日（水）午後、３年生は進学と就職の希望に合わせて

別行動。就職希望者 36名は、上田地区事業所説明会に参加する

ためマイクロバスに乗り込み出発です。残った進学希望者 43名

は、大学や専門学校ごとのコーナーに分かれて、ガイダンスを

受講しました。 

 少人数である本校の長所を生

かし、お互い顔が見える説明会

になりました。また、他県の学校によるオンラインの説明会も行わ

れ、柔軟性が高い生徒は画面上でも盛り上がってお話を聞いたり意見

交換をしていました。 

 

 

 ２年の地域コースの生徒は「地域Ⅰ」の授業で、学校周囲の日向

(ひなた)地区に広がる田園地帯の沿道「日向フラワーロード」に、

花の植栽を行いました。当日はコロナ感染症

対策で、地域住民との共同作業はありません

でしたが、日向地区の方々が丹精込めて育て

たサルビアやマリーゴールドの苗が、生徒の

手で整然と植えることができました。 

『小学校でやって以来、花を植えることは初めて』という生徒が多かったで

すが、普段通学する道に自分の植えた花を見ることで、地域社会へ向ける目が

少しでも変わるのではないでしょうか。 

 

 
困ったお話（その 38）  （帰ってきたカエル隊長） 
 

人間は生来ずくなしなので、楽をして生活を豊かにするため、様々な動物を利用し文

明を発展させてきた。倉庫に出たネズミを自分で駆除するずくを惜しみ、猫にやらせた。

田畑を耕すずくがないので、牛馬にやらせることを思いついた。犬の飼い主は自分です

るのが嫌なために、犬にお手やチンチンを教え、パブロフも食べ物を見て自分がよだれ

を垂らすと犬が条件反射でベルを鳴らすのに困って、逆を教えたに違いない。 

そういう私もずくなしで人望もないので、昨年カエルを『カエル隊長』と呼んで学校

の警備を任せておいた（№⒕ 10月号その４参照）。しばらく

姿を見なかったが、また再び元の門番に戻り任務を遂行して

くれている。久しぶりに見たその雄姿を見て、心が洗われるよ

うだ。うれしい。昨年よりも少し小さくなった気もするが、こ

の１年間の激務で身の縮む思いをしていたのだろう。これか

らもよろしくお願いします。        （裏面に続く） 

№41（６月号その２）            

蓼科高校 校長 宮澤 和人 
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上ジョビ比田井先生『今の成績はどのくらい？』 

対話型のオンライン説明会 

隊長を発見！ 

相変わらずのふてぶてしさ 



立科町社会福祉協議会様より「たてしな福祉かるた」が届きました。これは、子どもたちに福祉に関心

を持ってもらおうと、昨年度俳句形式の標語を募集していて、それに本校生が応募したものです。 

本校生の標語は９作品選ばれ、教員ではＨ先生の作品が選ばれました。読んでみて、深く共感できるも

の、蓼高のことを素直に読んだもの、形式フリーなものなどさまざまですが、味わってみてください。 

 


